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要旨 

国際交流基金の海外日本語教育機関調査（2012）によると，世界 136 の国・地域におい

て，398 万人余りが日本語を学習している。しかし，世界的にインターネットが普及しつ

つある現在，日本，もしくは日本語に興味をもち，教育機関に属さずに独学で学ぶ「新し

い学習者」も数多く存在していることが予想される。彼らに他の日本語使用者とのつなが

りを提供することができないだろうか，それが本研究のきっかけである。  

他者とのつながりという視点で注目されるのが，近年急速に利用者を増やしているソー

シャルネットワーキングサービス（以下 SNS）である。日本語教育に関する研究において

も SNS を用いた活動の報告が増えつつある。しかし，まだ新しい分野であり，報告の数

は十分とはいえない。また，実践の多くは大学等に所属する学生を対象に行われたもので，

教育機関に属さない，国内外の日本語学習者・使用者を対象とした実践の報告は極めて少

ない。 

そこで本研究では，オンラインコミュニティの可能性を明らかとするため，1．オンラ

インコミュニティにはどのような参加者が集まるのか，２．コミュニティ上でどのような

やりとりが行われるのか，の 2 点を研究課題（RQs）として設定し，SNS を用い世界の諸

地域の学習者に日本語使用機会を提供することを目的としたオンラインコミュニティを作

成し，実践を行った。 

実践の結果，以下の 2 点が明らかになった。1 点目は，コミュニティに対する多様な参

加者の需要である。コミュニティには日本語教育機関がない地域を含む，45 を越える国・

地域から 5000 人を超える参加者が集まった。そして，参加者のデータやコメントを分析

することで，これまで研究や調査の対象となることがほぼ皆無であった，「新しい学習者」

の存在を明らかとすることができた。また，オンラインコミュニティへの需要は学習者の

みにとどまらず，コミュニティには海外在住の日本語教師や，日本語を忘れつつある日本

滞在経験者等も参加している。テキストベース，非同期性というコミュニティの特徴は，

彼らが日本語運用レベルや居住している地域の物理的・文化的差異を越えて，日本語を使

用し，多様なアイデンティティを保持したまま，つながることを可能とした。オンライン

コミュニティの可能性は，単に遠隔地の参加者を結びつけるだけにとどまらない。  

２点目は，参加者がテキストのやりとりであっても，自身の存在感を表出できていると

いうことである。やりとりの分析には Garrison（2011）の社会的存在感の枠組みを援用

し，定量的分析を試みた。分析の結果，参加者はテキストであっても豊富な感情表現を行

うなど，存在感を表出していた。オンラインコミュニティにおいて，参加者が他者の存在

感を感じられるか，自身の存在感を表出できるかどうかは活動の成否に直結する。本実践

でも，参加者の存在感の表出で，やりとりがより活性化される可能性が示唆された。社会

的存在感という概念はコミュニティ設計の指標となりうる。 

もう 1 点，コミュニティの作成，運営経過を詳細に報告・分析したことも本研究の意義

といえる。実践の中での試行錯誤の報告が，今後同様の実践を行う際の一助となると考え

る。 

本研究では日本語学習者や使用者が，オンラインで他の日本語使用者とつながるための，



 

 2 

「サポーター」と「オンライン上で他者とつながるための日本語」の必要性を提言した。

近年，第二言語習得研究において，従来の認知的視点に加えて，「相互行為への参加」を習

得の母体と考える社会的視点への注目が高まっている（義永 2009）。クラムシュ（2007）

はグローバル・ネットワーク時代における異文化リテラシーには話すこと，書くこと以外

に，電子メールやウェブを用いたやりとりを含むべきことを主張しているが，社会的視点

に立てば，インターネットを用いたやりとりを身につけるためにはインターネット上のコ

ミュニティへの参加が前提となる。従来の研究のほとんどはオンラインコミュニティを学

習や協働，情報共有の手段としているもので，オンラインコミュニティへの参加そのもの

を目的としているものは見られなかった。サポーターの適切な支援により，彼らがオンラ

イン上で日本語を用い，世界中の日本語使用者とつながることができれば，彼らの自律的

な学習の機会は大きく拡がり，学びの保障へと結びつく潜在性もある。 

一方で本研究には，分析・考察の対象が稿者の作成した一つのコミュニティのみである

こと，個人に注目した分析が少ないこと，参加者視点での評価が欠如していること，とい

った限界もある。オンラインコミュニティを設計し，運営するには多大な労力を要するた

め，１人ではなく研究者ネットワークによる研究が求められる。「オンライン上で他者とつ

ながるための日本語」には「世界とつながる日本語」としての可能性がある。実践と検証

を繰り返し，「新しい日本語学習者」の参加と学びの支援方法を探りたい。 
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実践ページ 

にほんごではなそう！ nihongo de hanasou！ 

(https://www.facebook.com/nihongodehanasou) 

 


